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２
月
14
日
（
水
）
、
第
２
回
目
と
な
る
一
斉

除
排
雪
活
動
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
写
真
は

仙
南
地
区
の
出
発
式
の
様
子
で
、
リ
リ
オ
ス
駐

車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
千
畑
地
区
は
み
さ

と
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
六
郷
地
区
は
美
郷
中
学
校

で
そ
れ
ぞ
れ
出
発
式
）

　

こ
の
事
業
は
、
美
郷
町
社
協
に
合
併
す
る
以

前
の
仙
南
村
社
協
当
時
か
ら
継
続
し
て
実
施
し

て
い
る
事
業
で
、
自
力
で
の
除
雪
が
困
難
な
町

内
の
単
身
高
齢
者
世
帯
等
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
の
冬
は
１
月
中
旬
ま
で
の
暖
冬
が
一

転
、
下
旬
か
ら
２
月
に
か
け
て
降
り
続
い
た
雪

は
数
年
に
一
度
の
大
雪
と
な
り
、
雪
か
き
に
追

わ
れ
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　

特
に
単
身
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
方
々

な
ど
は
降
り
積
も
っ
た
雪
を
見
て
不
安
を
抱
え

な
が
ら
過
ご
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

こ
の
一
斉
除
排
雪
活
動
事
業
は
、
そ
の
よ
う

な
不
安
を
取
り
除
く
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し

て
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
一
時
的
な
も
の
で

す
。
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地

域
づ
く
り
」
に
は
普
段
の
地
域
で
の
見
守
り
と

支
え
合
い
が
何
よ
り
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。

　

（
４
ペ
ー
ジ
に
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
企

業
・
団
体
名
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）

一斉除排雪活動事業出発式第2回  
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地域福祉力の向上 

平成30年度の支出予算は ２億６,２２１万円
　

３
月
20
日
に
行
わ
れ
た
理
事

会
で
同
意
を
得
た
美
郷
町
社
会

福
祉
協
議
会
平
成
30
年
度
資
金

収
支
予
算
が
、
同
月
28
日
の
評

議
員
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
予

算
は
３
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
直
接

ご
協
力
い
た
だ
く
会
費
や
寄
付

金
、
共
同
募
金
に
寄
せ
ら
れ
る
善

意
は
地
域
福
祉
の
向
上
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

財
政
経
営
は
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
従
来
に
も
増
し
て

経
費
節
減
に
努
め
、
健
全
財
政

を
堅
持
し
な
が
ら
地
域
福
祉
・
在

宅
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

各課の業務内容
◦総務課

・総務班
　法人運営、財政、経理、労務管理、
　福祉だよりの発行、共同募金委員会への協力など

◦福祉課
・地域福祉班
　　トータルケア推進事業、総合相談、福祉座談会、
　　社会福祉大会、まめだ屋運営、一斉除排雪活動など
・在宅介護支援センター
　　在宅介護支援、要援護者実態把握など
・在宅福祉班
　　デイサービス、配食サービス

◦介護事業所
・居宅相談支援班
　ケアプラン作成、認定調査、介護相談、相談支援など
・介護サービス班
　ホームヘルパー訪問介護、入浴車による訪問入浴介護

➡

➡

➡

【
基
本
理
念
】
地
域
福
祉
力
の
向
上

取り組み目標 実施事業

地域福祉を支える
ひとづくり

福祉座談会
社会福祉大会
福祉教育活動推進事業

住民参加
ふれあい支援

地域住民グループ支援事業
単身老人日帰り旅行
生きがい活動支援通所事業　　他

安心な暮らしを
支える体制づくり

総合相談事業
日常生活自立支援事業
福祉あんしん電話事業
配食サービス事業
一斉除排雪活動事業
出張理容補助券の交付
資金貸付事業
居宅介護支援事業
訪問介護・訪問入浴介護事業
障がい者福祉事業
相談支援事業（障がい者・障がい児）
デイサービス事業　　　他

地域福祉トータルケア
推進事業の強化

生活支援コーディネーター事業
まめだ屋運営事業
緊急一時支援事業　　　　他

ともに支えあう
地域づくり

ネットワーク活動の推進
在宅介護支援センター（千畑地区）
ボランティアセンター運営事業
みさと福祉センターの管理・運営

組織財政
基盤の整備

理事会・評議員会・監事会
福祉委員会議
共同募金会事業への協力　　他

基本
目標

セルフケアの推進
（ひとづくり）【自助】

基本
目標

地域包括ケアの推進
（拠点づくり）

【互助】【共助】

基本
目標

地域共生社会の推進
（ネットワークづくり）

【互助】【共助】【公助】

平成30年度  　事業計画体系図
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平成30年度資金収支予算

勘定科目 予算額（千円） 説　　　　　明

事
　
業
　
活
　
動
　
に
　
よ
　
る
　
収
　
支

収
　
　
　
　
　
　
入

会費収入 5,969 一般・特別・法人・団体会費

寄附金収入 182

経常経費補助金収入 64,901 町補助金（運営費・センター管理・ボランティア）・共同募金配
分金

受託金収入 29,271 在宅介護支援センター・高齢者支援事業・老福センター・日常生
活自立支援事業等

貸付事業収入 1,000 たすけあい資金償還金

事業収入 1,935 福祉だより広告料・空き店舗事業収入・事業参加費収入・福祉セ
ンター利用料

負担金収入 406 研修負担金

介護保険事業収入 83,873 地域支援事業・居宅介護支援事業・訪問介護事業・訪問入浴介護
事業・デイサービス事業

障害福祉サービス等事業収入 5,108 支援等事業・特定相談支援事業・障がい児相談支援事業

借入金利息補助金収入 89 みさと福祉センター建設借入金利息補助金

受取利息配当金収入 11 受取利息

その他の収入 145 受入研修費・印刷機利用料等

事業活動収入計(1) 192,890

支
　
　
　
出

人件費支出 145,993 職員・臨時職員等・役員報酬

事業費支出 50,241 事業費

事務費支出 4,652 事務的費用・福利厚生費

貸付事業支出 1,000 たすけあい資金貸付金

助成金支出 2,708 福祉教育助成・出張理容サービス助成・ふれあいサロン助成

負担金支出 1,268 ふれあい安心電話県社協管理負担金

支払利息支出 90 みさと福祉センター建設借入金償還利息

その他の支出 101

事業活動支出計(2) 206,053

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) △ 13,163

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入 施設整備等補助金収入 4,685 みさと福祉センター建設借入金元金償還金補助金

施設整備等収入計(4) 4,685

支 

出
設備資金借入金元金償還支出 4,685 みさと福祉センター建設借入金元金償還金

固定資産取得支出 1,000 エアコン交換

施設整備等支出計(5) 5,685

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) △ 1,000

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
入

積立資産取崩収入 11,300 修繕積立取崩（センター経年劣化修繕）・経営安定積立取崩

拠点区分間繰入金収入 42,273

サービス区分間繰入金収入 266

その他の活動による収入 2

その他の活動収入計(7) 53,841

支
　
出

拠点区分間繰入金支出 42,273

サービス区分間繰入金支出 266

その他の活動による支出 7,937 退職共済預け金

その他の活動支出計(8) 50,476

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) 3,365

予　備　費(10) 0

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) △ 10,798

前期末支払資金残高(12) 10,798

当期末支払資金残高(11)+(12) 0



実　施　日 地　区 訪　問
世帯数

協　力
団体数 協力人数

第１回目
１月24日（水）

千畑 21 14 145

六郷 11 15 131

仙南 17 24 158

第２回目
２月14日（水）

千畑 16 14 122

六郷 13 14 66

仙南 15 24 126

合　　計 93 105 748

福 祉 だ よ り第66号 （4）

～
93
世
帯
を
除
雪
～

一
斉
除
排
雪
活
動
事
業
報
告

　

第
１
回
目
は
１
月
24
日
（
水
）

に
49
世
帯
、
第
２
回
目
は
２
月

14
日
（
水
）
に
44
世
帯
の
除
雪

を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。
町

内
学
校
や
企
業
、
老
人
ク
ラ
ブ

や
福
祉
関
係
者
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
方
々
か
ら
除
雪
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
高
齢
者
宅
か
ら
は
感
謝
の

言
葉
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

特
に
第
２
回
目
は
連
日
降
り

続
い
た
大
雪
の
影
響
に
よ
り
、

雪
の
量
は
も
と
よ
り
雪
の
投
げ

場
が
な
い
等
の
状
況
の
中
、
除

雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
大
変
な

苦
労
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
一
斉
除
排
雪
活
動
に

は
以
下
の
企
業
・
団
体
・
学
校

か
ら
延
べ
７
４
８
名
も
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２月の大雪で玄関が埋もれそうなお宅もありました

屋根からの雪がつかえているお宅が何軒もありました

秋田おばこ農業協同組合
秋田昭和産業㈱
イオンスーパーセンター美郷店
㈱サセイペイント工業
㈱サンスカイ
東北電力㈱大曲営業所
みさとマーク㈱
中央建設国保組合　大仙・美郷出張所
秋田建築労働組合　大仙・美郷支部
美郷町千畑建設技能組合
美郷町六郷建設技能組合
美郷町仙南建設技能組合
美郷町建設業協会
㈱秋田県南重機
㈱小田島工務店
㈱小貫建設
木村建設㈱
さいとう建設㈱
佐藤土工㈱
シブヤ建設工業㈱
㈲高橋造園土木
鶴谷産業㈱
はりま建設㈱
福田建設㈱
㈱マルコ産業
大和建設㈱

美郷町消防団
美郷町職員労働組合
美郷町ボランティア連絡協議会
美郷町民生児童委員協議会
美郷町老人クラブ連合会
後三年鴻声の里
特別養護老人ホームロートピア仙南
特別養護老人ホームロートピア緑泉
ゆうあいの郷
湧水の郷
美郷中学校
六郷高等学校

一斉除排雪活動事業　協力企業・団体・学校　　※敬称略・順不同



地域住民グループ支援事業「ふれあいサロン」実施地区受付中

福 祉 だ よ り（5） 第66号

ふれあい相談所のご案内

相談予約・問合せ　美郷町社会福祉協議会　TEL.８５-２２９４

申込・問合せ　美郷町社会福祉協議会　TEL.８５-２２９４

相 談 日 時 毎週水曜日（祝祭日は休み）
 午前９時30分～12時（電話での予約も可）
相 談 場 所 みさと福祉センター　相談室

★相談員が親身になって対応します。　　　　　★関係機関への橋渡しや助言をします。
★電話相談や匿名での相談もできます。　　　　★相談内容の秘密は厳守されます。
★費用はかかりません。
★法律相談の場合は必要に応じて顧問弁護士を紹介します。（初回30分のみ無料）

※３月に全戸配布した「ふれあい相談日程表」に詳しい日程を掲載していますのでご覧ください。
※「どこに相談に行けばいいのか分からない」という方もお気軽にお問合せください。

　地域の集落会館等を会場に、高齢者の生きがいづくりや
孤立感の解消等を目的とした「ふれあいサロン」を行って
みませんか？実施地区には助成金として年間２万円を交付
しています。昨年度は64箇所の地域会館で行われました。
　新たに始めてみたいという地区や詳しい内容を聞きたい
方はお気軽にお問合せください。
　なお、申込期限は６月末までとなっているので、お申込
みはお早目にお願いします。 ふれあいサロンで行われた健康出前体操

（9/8 第一暁会館）

在宅の寝たきり世帯に『出張理容補助券』を発行します

今年度の補助券は黄色です。昨年度の
補助券（ピンク色）は使用できません
のでご注意ください。

　在宅の寝たきり世帯に『出張理容補助券』を発行します。
　美郷町社会福祉協議会では、寝たきりの方の衛生保持と在宅介
護の支援を図るため「出張理容補助券」を発行します。
　この事業は美郷理容師会の協力により行われており、美郷理容
師会に加盟する理容店で出張理容を利用した際、料金の一部とし
て補助券（１枚3,000円）を利用できるものです。

◎対 象 者：美郷町在住で在宅の寝たきりの方（障がい児含む）

◎申請場所：みさと福祉センター
◎申請方法：印鑑を持参し、申請書に必要事項を記入
◎発行枚数：１人２枚まで

※申請にお越しいただくことが難しい場合は電話でご相談
ください。TEL.８５–２２９４
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千畑在宅介護支援センターからの「 お 知 ら せ 」

　体内の免疫システムが花粉に対して過剰に反応して起こるアレルギー疾患です。鼻水や鼻づ
まり、くしゃみ、目のかゆみ、喉の違和感などの症状が起こります。

～花粉症について～テーマ

「
若
者
の
居
場
所
in
美
郷
」
に
参
加
し
て

美
郷
町
上
深
井
　
菅
　
原
　
九
十
郎

　

11
月
14
日
（
火
）
美
郷
町
社
会

福
祉
協
議
会
が
空
き
店
舗
活
用
事

業
と
し
て
運
営
し
て
い
る
「
ま
め

だ
屋
」
に
行
っ
た
ら
「
若
者
の
居

場
所
in
美
郷
」
と
い
う
会
が
開
か

れ
て
い
た
。
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で
、
普
段
家

に
引
き
こ
も
っ
て
い
る
若
者
が
自

分
の
居
場
所
の
よ
う
に
ふ
ら
っ
と

集
ま
り
、
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
持

つ
仲
間
と
気
兼
ね
な
く
何
で
も
話

し
合
え
る
…
そ
ん
な
場
所
を
提
供

す
る
目
的
で
、
毎
月
第
２
火
曜
日

に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
会
は

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｋ
Ｏ
Ｕ
」
が
美
郷

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
を
得

て
開
催
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

Ｋ
Ｏ
Ｕ
は
、
秋
田
市
を
中
心
に

不
登
校
や
引
き
こ
も
り
状
態
に
あ

る
若
者
や
そ
の
保
護
者
を
支
援
す

る
た
め
に
様
々
な
活
動
を
し
て
い

る
団
体
で
、
こ
の
よ
う
な
居
場
所

が
県
内
25
市
町
村
の
ど
こ
に
で
も

あ
れ
ば
良
い
と
い
う
強
い
希
望
を

実
現
さ
せ
る
た
め
活
動
を
継
続
し

て
い
る
。

　

当
日
は
美
郷
町
在
住
者
の
参
加

は
な
か
っ
た
が
、
初
対
面
だ
と
い

う
秋
田
市
と
大
仙
市
か
ら
来
た
若

者
（
歳
は
共
に
20
代
後
半
と
思
わ

れ
る
）
が
参
加
し
て
い
て
、
二
人

は
旧
知
の
本
当
の
親
友
の
よ
う
な

雰
囲
気
で
話
し
込
ん
で
い
た
。

　

境
遇
が
似
て
、
同
じ
価
値
観
を

持
つ
若
者
同
士
は
す
ぐ
に
友
達
に

な
れ
る
と
、
Ｋ
Ｏ
Ｕ
代
表
で
あ

る
大
屋
み
は
る
さ
ん
は
話
す
。
ま

た
、
こ
の
よ
う
な
若
者
を
持
つ
保

護
者
の
方
々
の
個
別
相
談
に
も
応

じ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
。

　

私
も
若
者
支
援
を
し
た
い
と
い

う
同
じ
思
い
を
持
っ
て
い
る
の

で
、
美
郷
町
在
住
者
と
し
て
来
月

も
参
加
し
て
何
か
お
手
伝
い
が
で

き
た
ら
と
思
う
。

　

若
者
（
と
思
っ
て
い
る
）
の
皆

さ
ん
、
少
し
勇
気
を
持
っ
て
参
加

し
て
み
て
ほ
し
い
。
き
っ
と
仲
間

が
待
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
の
「
若
者
の
居
場
所
in
美
郷
」

は
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
ま
め
だ

屋
に
て
月
２
回
（
第
２
・
第
４
火
曜

日
）
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。

◎花粉症の症状を和らげてくれる栄養について
・善玉菌（免疫力を高める）
　　　ヨーグルト・納豆・味噌・塩麹・甘酒など。
・植物性ポリフェノール（老化防止などの抗酸化作用がある）
　　　緑茶・大豆・キャベツ・大葉・梅・生姜・玉ねぎなど。
・ビタミン類
　　　ビタミンA…ブロッコリー・小松菜など。
　　　ビタミンC…イチゴ・レモンなど。
・DHA・EPAなどの脂肪酸（血液をサラサラにする効果がある）
　　　イワシ・アジなどの青魚類・亜麻仁（アマニ）油・エゴマ油など。

　　※花粉症状が現れたときは早めに医師に相談し、症状に合った治療を行ってください。
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【
福
祉
科
年
間
行
事
予
定
】

４
月	

福
祉
科
三
年
生
分
散
実
習
Ⅰ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
展
開
実
習
）

５
月	

福
祉
科
十
五
期
生
宣
誓
式

６
月	

第
一
回
施
設
実
習
連
絡
会
議

	

福
祉
科
三
年
生
分
散
実
習
Ⅱ

																				　
（
応
用
実
習
）

７
月	

六
郷
高
校
文
化
祭
「
笹
竹
祭
」

	

介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
東
北
大
会

	

各
施
設
夏
祭
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

	

福
祉
科
三
年
生
集
中
実
習

	

中
学
生
体
験
入
学

10
月	

福
祉
科
二
年
生
分
散
実
習
Ⅰ

																		（
基
礎
・
展
開
）

	

介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
開
講

	

六
郷
高
校
七
十
周
年
記
念
式
典

12
月	

福
祉
科
二
年
生
分
散
実
習
Ⅰ
終
了

１
月	

介
護
福
祉
士
国
家
試
験

	

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

２
月	

第
二
回
施
設
実
習
連
絡
会
議

３
月	

卒
業
式

	

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
発
表

◇
美
郷
町
内
小
学
校
体
験
学
習			

◇
大
曲
支
援
学
校
交
流
会

【
福
祉
科
で
学
ん
で
】

		

卒
業
を
前
に
、「
感
謝
」
と
か
「
お
か
げ
さ

ま
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
私
は
こ
の
言
葉
通
り
、
高
校
生
活

を
送
っ
て
こ
ら
れ
た
の
だ
と
し
み
じ
み
と
感

じ
て
い
ま
す
。
福
祉
科
を
自
分
の
意
志
で
選

び
、
四
月
か
ら
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
働

く
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
介
護
福
祉
士

受
験
資
格
を
得
る
ま
で
に
は
、
専
門
的
な
理

論
や
介
護
技
術
、
そ
し
て
施
設
実
習
と
覚
え

る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
付
い
て
い
く
の

が
や
っ
と
で
し
た
。
先
生
方
は
諦
め
ず
に
何

度
も
何
度
も
繰
り
返
し
指
導
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。本
当
に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。今
、

改
め
て
高
校
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

と
に
か
く
勉
強
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
高
校
生
と
し
て
勉
強
す
る
こ
と
は
当
た

り
前
の
こ
と
で
す
が
、
諦
め
ず
に
必
死
に
勉

強
を
し
た
こ
と
は
、
決
し
て
無
駄
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。
勉
強
を
し
て
い
る
時
は
、
い
つ

も
先
生
方
の
支
え
が
あ
り
ま
し
た
。
常
に
、

安
心
し
て
勉
強
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
特
に
、
介
護
福
祉
士
国
家
試

験
を
前
に
、
先
生
と
一
緒
に
朝
か
ら
晩
ま
で

勉
強
を
し
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

今
は
達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。「
お
か
げ
さ

ま
」
で
こ
こ
ま
で
こ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
「
感
謝
」
い
た
し
ま
す
。

				

福
祉
科
第
十
三
期
生   

照
　
井
　
恵
　
理

有
料
老
人
ホ
ー
ム

　
ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ	

（
東
京
都
）

病　
院

　
初
富
保
健
病
院	

（
千
葉
県
）

《
一
般
就
職
》

　
株
式
会
社
Ｒ
Ｂ
ア
ド
バ
ン
ス	

（
大
仙
市
）

　
合
資
会
社
精
巧
堂
印
刷
所	

（
大
仙
市
）

《
進　
学
》

　
鷹
巣
技
術
専
門
校	

（
北
秋
田
市
）

　
仙
台
ス
イ
ー
ツ
＆
カ
フ
ェ
専
門
学
校	（
宮
城
県
）

《
そ
の
他
》

		
農
業
技
術
研
修	

（
横
手
市
）

男
（
名
）
女
（
名
）
計
（
名
）

一
期
生

10

25 

35

二
期
生

10

22

32 

三
期
生

11

13

24

四
期
生

9

21

30

五
期
生

10

16

26

六
期
生

9

11

20

七
期
生

12

19

31

八
期
生

13

18

31

九
期
生

7

16

23

十
期
生

6

16

22

十
一
期
生

7

16

23

十
二
期
生

2

14

16

十
三
期
生

6

15

21

合 

　
計

112

222

334

　

雪
の
多
い
冬
で
し
た
が
、
花
便
り
が
聞

か
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
六
郷
高
校

は
新
学
期
が
始
ま
り
、
福
祉
科
十
三
期
生

二
十
一
名
も
社
会
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。
私
た
ち
も
先
輩
た
ち
を
目
指
し
て

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
祉
科
第
十
三
期
生

  

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
結
果

　

 

六
郷
高
校
合
格
率 

88
・
９ 

％

     

全
国
総
受
験
者
合
格
率　
70
・
８
％			

  【
福
祉
科
進
路
状
況
】

 《
福
祉
関
係
》

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
六
郷
仙
南
福
祉
会		

（
美
郷
町
）

　
大
仙
ふ
く
し
会		

（
大
仙
市
）

　
県
南
ふ
く
し
会	
	（

大
仙
市
）

　
あ
け
と
お
り
会	

（
大
仙
市
）

　
相
和
会	

（
横
手
市
）

　
仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会		（
仙
北
市
）

　
横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会	

（
横
手
市
）

　
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ラ
牛
久	

	（
茨
城
県
）

介
護
老
人
保
健
施
設

　
杏
授
苑	

（
美
郷
町
）

障
害
者
施
設

　
後
三
年
鴻
声
の
里	

（
美
郷
町
）

福
祉
科
の
卒
業
生



　先日、郵便局員が目にもとまらぬ速さでお札を数えている
光景を目にしました。我々外部の人間からすればスゴイと思

うと同時に局員や銀行員はみんなあのような"プロの業"を身に付けているのだろ
うと思い描きます。社協職員はどうでしょうか。今まで複数の人から聞いた話に
よると「社協の事務職員はみんな（パソコンの）キーボードを見ないで早打ちで
きる」というイメージを持たれているらしいです。もちろんパソコン操作が事務
処理のすべてではありませんが、"プロの業"とまではいかないにしても"脱素人"
程度のスキルは身に付けておくべきでしょう。（D）

ハガキの作成を
無料で承ります
　美郷町社会福祉協議会では、
香典返し等のご寄付をいただい
た場合、忌明け・快気祝いハガ
キの作成を無料で承ります。
　文面や枚数についてご希望に
応じますので、必要な方はお申
し付けください。
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社会福祉法人 美郷町社会福祉協議会	 TEL0187（85）2294（代）	 FAX0187（85）2291
	 misato-fukushi@ceres.ocn.ne.jp
美郷町介護事業所	 TEL0187（87）6128（代）	 FAX0187（87）6680
	 misato-kaigo@ceres.ocn.ne.jp

編集後記

〒 019─1541
秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙 6番地 1
【ホームページ】	http://www.misatocho-shakyo.or.jp/

（平成30年2月１日～
平成30年3月31日受付分）

※受付順
■香典返し
土崎北部 照井久美子 様
石柳 田郡良太郎 様
本堂西部 進藤　儀和 様
本堂中部 髙山　正紀 様
一丈木 進藤　儀彦 様
本堂東部 細井　才智 様
土崎北部 樽川　正志 様
小荒川 加藤　征輝 様
羽貫谷地 佐々木　肇 様
■一般寄付
㈱マカベ秋田工場 親睦会 様
うたとおどりの美郷
 フェスティバル実行委員会 様
六郷高校　32Ｒ 様
■物品寄付
佐野 キッカワ宅配サービス 様
 （乳製品）
万願寺 玉谷　雄二 様
 （紙オムツ）
下タ堰 もみじ会 様
 （紙箱）
石神 菊田フミ 様
 （プルタブ）

※この他、匿名でも多くのご寄付を
いただいております。

 以上の方々より当協議会に善意の
金品をいただきました。ご厚意に
対し、心よりお礼申し上げます。

　平成30年4月1日付け人事異動により、職員配置が次のとおりとなりまし
た。今年度もよろしくお願いいたします。

美郷町社会福祉協議会
事務局長 渋谷　真弓
⃝総務課
課　長 板谷　智子
班　長 小原真智子
主　任 傳野　寛史
主　任 盛岡　博美
⃝福祉課
課　長 木村　節男
地域福祉班
班　長 髙橋　文広
上席主任 小原　昭市
主　任 竹村裕美子
主　事 鷹觜　陽香
在宅福祉相談員 加藤　一美
在宅介護支援センター
ソーシャルワーカー 竹村裕美子（兼務）
福祉生活サポートセンター
専門員 佐藤　　繁
在宅福祉班
班　長 髙橋　文広（兼務）
通所介護管理者 髙橋　文広（兼務）
主　任 村田　　剛（仙南デイ）
主　任 高橋真由美（六郷デイ）
主　事 播摩　　俊（千畑デイ）
援助員 坂本　孝子（千畑デイ）
援助員 進藤きぬ子（千畑デイ）
看護職員 伊藤　照美（千畑デイ）
援助員 池田裕美子（六郷デイ）
援助員 小西　蓉子（仙南デイ）
援助員 中田　京子（仙南デイ）
栄養士 田口　人美（配食）
調理員 髙橋真由美（配食）
調理員 鈴木明日香（配食）
調理員 藤原美香子（配食）

⃝美郷町介護事業所
所　長 髙橋由美子
居宅相談支援班
班　長 齊藤　　彰
居宅介護支援事業
管理者　 齊藤　　彰（兼務）
主　事 太田　美幸
介護支援専門員 加藤まさ子
介護支援専門員 草薙　満穂
介護支援専門員 橋本　教子
介護支援専門員 加賀谷陽子
介護支援専門員 佐藤　　幸
相談支援事業
管理者 髙橋由美子（兼務）
相談支援専門員 橋本　教子（兼務）
相談支援専門員 福田　弘美（兼務）
介護サービス班
班　長 髙橋　和幸
訪問介護事業
管理者・サービス
提供責任者 渋谷　好美
サービス提供責任者 東海林光子
サービス提供責任者 福田　弘美
訪問介護員 森川登与子
訪問介護員 佐藤とよ子
訪問介護員 照井　 子
訪問介護員 菊地千恵子
訪問介護員 高階　典子
訪問介護員 髙橋　札子
訪問入浴介護事業
管理者 髙橋　和幸（兼務）
主　事 髙山　文美
介護職員 小松ひとみ

平成30年度  みさと福祉センター職員配置

＊平成29年度末退職者
　　大阪　誠次
　　高橋カヅ子
　　柴田　美穂

＊定年退職
　　佐藤　　繁（総務課長）
　　　　長い間お疲れ様でした

＊再雇用
　日常生活自立支援事業専門員
　　佐藤　　繁


